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2026 年 1月 29 日 

国立大学法人筑波大学 

第 8回筑波大学発ベンチャーシンポジウムの開催について 

筑波大学では、（１）包括的窓口、（２）資金と場所、（３）アントレプレナーシップ教育、（４）起業の支
援の４つのフェーズからベンチャーの創出を支援しており、2024年経済産業省 大学発ベンチャー実施状況調査
において全国で 5番目の設立数となっています。 
これらの支援を通じて創出されたベンチャー及び筑波大学の研究成果をもとに起業を目指す研究シーズの事

業・研究内容等を VCや事業会社等に向けて発信する第 8回筑波大学発ベンチャーシンポジウムを開催しますの
で、ご案内いたします。 

記 

１．筑波大学のベンチャー創出支援について 

２．第 8回筑波大学発ベンチャーシンポジウムについて 
（１） 日時 2026年 3月 6日（金）13：00～18：30（予定）
（２） 会場 Tokyo Innovation Base（東京都千代田区）
（３） プログラム

13：00-13：05 開会挨拶 
13：05-14：45 つばさ plus採択プロジェクトで社会実装を目指す研究紹介 

① 国際統合睡眠医科学研究機構 特任助教 戸田 浩史



② 生命環境系 教授 三浦 謙治

③ 農学学位プログラム 博士後期課程 1 年 林 利有樹

④ システム情報系 准教授 川崎 真弘

⑤ 数理物質系 助教 櫛田 創

⑥ 計算科学研究センター 教授 矢島 秀伸

14：45-15：00 休憩 

15：00-16：00 基調講演 フラー株式会社 取締役会長 渋谷 修太 

16：00-16：15 休憩 

16：15-17：25 筑波大学発ベンチャーの事業紹介 

① 株式会社 Playbox

② Xsym 株式会社

③ 株式会社 Quick

④ DeepEyeVision 株式会社

⑤ 株式会社ヴィジライズ

⑥ SPHinx 株式会社

⑦ 株式会社麹ラボ

⑧ 地球科学可視化研究所株式会社

17：25-17：30 閉会挨拶 

17：30-18：30 ポスターセッション・情報交換会 

お問い合わせ先 

筑波大学産学連携部産学連携企画課 

E-mail：koho-sanren@un.tsukuba.ac.jp
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筑波大学のベンチャー創出支援について

2026.1.29
筑波大学国際産学連携本部

ベンチャー起業相談室
2020年に国際産学連携本部内に設置され、学生と学内教員の

起業にまつわる様々な相談をワンストップで受付する。

相談内容に応じて、ビジネスモデルへの助言、公募プロジェクト

やアントレプレナー教育講座、公的機関

等が実施する起業支援サービスの紹介

を行う。国際産学連携本部の創業支援

担当者が相談に対応する。

⑴

包
括
的
窓
口

筑波大学におけるベンチャー創出の支援は、（１）包括的窓口、（２）資金と場所、（３）アントレプレナー教育、
（４）起業の支援の４つのフェーズから構成されます。

⑵

資
金
と
場
所

•つくば産学連携強化プロジェクト
つくば地域の研究開発法人及び茨城大学との共同研究

に対し資金を支援

•系横断R&D プロジェクト
学内教員等を対象に、社会実装を目指し、異なる系を横

断する研究課題へ資金を支援

•事業化促進プロジェクト

•つばさplus 事業
研究段階から事業化段階へのス
テップアップを目指す学内研究者
を対象とし、資金の支援やメンター
によるハンズオンメンタリングを実施

学内教員等・起業を目指す学生・大学発ベンチャーを対象に、

研究成果の社会実装実現のために、資金支援と大学施設の貸

与を実施（資金支援は学内教職員、学生のみ）

•経営スキル・チーム構成支援事業
・会計・財務・マーケティング等の基礎的なビジネス知識の提供、

GAPファンドをはじめとする研究開発・事業開発資金の獲得に

向けた事業計画のブラッシュアップ支援

・経営者候補となる客員起業家（EIR：Entrepreneur In

Residence）のマッチング支援

各支援の

連携

⑷

起
業
の
支
援

⑶

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育

•【授業科目】アントレプレナーへの誘い

社会課題解決型の起業家精神を学ぶ

•【授業科目】起業家のための経営・知財必須知識

起業で失敗しない実務を学ぶ

•【授業科目】筑波クリエイティブ・キャンプ
ベーシック：ビジネスモデル構築体験

アドバンス：起業を目指す学生がリアルティの高い起業プラン

を作成

•ベンチャー創業に向けた起業力ビルドアップ講座

研究シーズを有する研究者が研究開発型スタートアップ

立ち上げのための基礎知識を学ぶ

•つくばアントレプレナー育成プログラム
事業化の必須スキルを実践的に学び、シーズを投資対象と

なるビジネスプランに昇華
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ビジネスプラン

作成

PoC

（概念実証）

市場調査

事業計画

ピッチ資料

試作品製作

実証実験

特許調査

特許出願

つばさplus事業

研究段階から事業化段階へのステップアップを目指す学内研究者を対象として、資金の支援やメンター
によるハンズオンメンタリングを実施しています。

ハンズオン・メンタリング
各チームにメンター２人と、知財メンター１人を配置。手厚いハンズオン・メンタリング

によりビジネスプランを作成。そのプランを支える特許等の知財計画を作成。

資⾦⽀援
300 ～ 800 万円の資金支援 PoC、特許調査・出願等に利用。

イベント

ワークショップやビジネス講座等でのスキルアップ。

Demo Day

Demo Day でのピッチを通して、事業化促
進機関（VC、金融機関等）とマッチング。

筑波大学は全国の大学の中でもトップクラスのベンチャー設立実績があります。
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筑波大学発ベンチャーの資金調達額（億円）

（年度）
（年度）

（社）

（出典：スピーダスタートアップ情報リサーチ「2024年Japan Startup Finance 〜国内スタートアップ資⾦調達動向〜」）
（経済産業省 ⼤学発ベンチャー実態等調査報告書より）

大学発ベンチャー企業数（順位）

（経済産業省 ⼤学発ベンチャー実態等調査報告書より）

東京大学

京都大学

慶應義塾大学

大阪大学

筑波大学

東京理科大学

2020 2021 2022 2023 2024

323（１） 329（１） 370（１） 420（１） 468（１）

222（2） 242（2） 264（2） 273（3） 422（2）

90（10） 175（5） 236（3） 291（2） 377（3）

168（3） 180（3） 191（5） 252（4） 298（4）

146（4） 178（4） 217（4） 236（5） 264（5）

111（7） 126（7） 151（7） 191（7） 226（6）
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第８回筑波大学発ベンチャーシンポジウム

支援を通じて創出されたベンチャー及び筑波大学の研究成果をもとに起業を目指す研究シーズの事
業・研究内容等をVCや事業会社等に向けて発信する第8回筑波大学発ベンチャーシンポジウムを開催
します。

（登壇する筑波大学発ベンチャー）
・株式会社Playbox
・Xsym株式会社
・株式会社Quick
・DeepEyeVision株式会社
・株式会社ヴィジライズ
・SPHinx株式会社
・株式会社麹ラボ
・地球科学可視化研究所株式会社

（登壇する研究者及びテーマ）
・国際統合睡眠医科学研究機構 特任助教 戸田 浩史

「新規抗菌ペプチドの発展とその薬剤耐性菌への応用開発」
・生命環境系 教授 三浦 謙治

「植物による高価値タンパク質の低コスト生産プラットフォームの
事業化」

・農学学位プログラム 博士後期課程１年 林 利有樹
「海藻残渣から得る藻類繊維と藻類繊維由来の透明化エコマテリ

アル「Mowtex」の事業化」
・システム情報系 准教授 川崎 真弘

「食品摂取時の飽きやすさ予測モデルを用いた商品開発支援」
・数理物質系 助教 櫛田 創

「生分解チクソトロピー低分子溶媒に根ざした塗装・接着剤応用」
・計算科学研究センター 教授 矢島 秀伸

「革新的な光輸送シミュレーションによる次世代脳出血モニタリング

日時 ２０２６年３月６日（金） 13：00～18：30（予定）
会場 Tokyo Innovation Base（東京都千代田区）
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